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令和4年11月 16日

革津市議会

議長 中嶋 日召雄 様

2.研修内容

3.参加者

4.報告書・資料 別紙のとおり

会派研修会結果について、下記の通り報告書を提出いたします。

1.日 程 令和4年 11月 14日 (月 )～ 11月 15日 (火 )

■ 視察 黒部市社会福祉協議会
。「5GOALES For黒部」について

。人 口減少高齢化社会における社会福祉協議会の取り組み

■ 視察 総曲輪レガートスクウェア(富山市)

・乳幼児から高齢者まで地域の人が利用する複合型施設について

PPP(公民)連携事業により整備されている。

記

「⊃

草津市議会会派 公明党

草津市議会会派 チャレンジくさつ

西村 隆行、西垣 不日美

人木 良人、石本 恵津子



時田

会派視察報告書

参加者

・2022年 11月 15日～16日
ぢチャレンジくさつ 石本恵津子・人木良人

・公明党 西垣和美・西村隆行
,富 山県黒都市 黒都市社会福祉協議会

・富山県富山市 総曲輪 レガー トスクタェア

目的地

11月 15日 ・黒都市社会福祉協議会視察報告

視察 目的について

人口減少や少子高齢化がすすむなか、地域`福祉の重要性は高まつてきています。特に最近

では、コロナ禍による生活困窮や地域の絆の弱体化など、様々な課題に直面しています

その意味から、市社会福祉協議会の担う役割はますます重要になつています。

今回の視察では、人口減少・高齢化など地域が抱える課題に,CTを積極的に活用し、数々

の先進的取り組みが注目されている黒部市社会福祉協議会の実践を学び草津市における福祉

活動の実践にいかすことを目的としています。

視察内容の概要

社会福祉法人黒都市社会福祉協議会総務課経営戦略係の小柴徳明氏から、「福祉分野のデ

ジタル活用・DX推進 失敗と成功のポイント」と「福祉版移動シェアサービス SW‐MaaS
(Sodd wdittЮ  MoЫ:ity as a seⅣI∞)地域での持続可能な福祉サービスの提供に向けて」

について講義をいただき、その後質疑応答というかたちで研修を進めました。    (

r´ う

研修チーマ1・ 福祉分野のデジタル活用・DX推進

人口減少 。少子高齢化・コロナ禍によつて、福祉の大切さが増していくなか、福祉におい

て持続可能・市民参加ということが大きな課題となつています。過去と同じやり方では、も

はや持続可能は不可能であり、デジタルを活用した新たな福祉を創っていく必要がありま

す。
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勘と経験に頼つていたこれまでの福祉政策も、EBPM(根拠に基づく政策立案)を取り入

れて、いままでの経験で増われた知恵とEBPMを両輪でまわすことが、これからの福祉に大

事なことだと考えられています。

運営においては、EBPMに基づく戦略が必要ということで、黒部市社協では経営戦略係を

創設して10歩先を見据えた運営が行われ、「誰もが安心して暮らせるやさしい福祉のまち

づくりの推進」が実践されています。

10歩先を見据えて、3年間で福祉分野をSmart化 (Sma的ご、くし)することに取り組ま

れ、福祉DXをキーワードに活動をされています。具体的には、3年間を4つのフェーズに位

置づけて、フェーズ 1・ 福祉のネットワーク化、フェーズ2・ デジタルイし、フェーズ3・ DX
、フェーズ4,全体最適化 (持続可能な地域体制整備)と段階を追つてしつかりと10歩先を

見据えた計画をつくつておられます。また、小柴氏は、Sma武′」ヽくし実現のために、広域で

の活動ができるように「一般社団法人 。SMARTふ くしラボ」という団体を立ち上げて、福

社の現場でiCT利活用やDXをすすめておられます。

考察

今回の視察では、今までの社会福祉協議会という

既成概念を覆すような先進的な取り組みを学ぶこと

ができました。そして、先進的取り組みを行いなが

ら、地域の力を引き出して、持続可能な福祉を実現

Ⅲ  するためにデジタルを活用して、新たな挑戦花続け

る社協の姿を見ることができました。このような取

り組みや考え方は、福祉だけではなく、行政全般に

もあてはまることであり、今回黒部市社協で学んだ

ことを草津市行政にも活かせるように取り組んでい

くことが大事だと考えます。

石チ平修テーマ 2・ SW‐maas・ 福祉版移動シェアサービス

スマー トふくしの実践例として、福祉版移動シェアサービス・SW‐Maasは、2022年 5月

から実証実験がスタートされました。福祉版移動シェアサービスとは、社会福祉が持つ移動

資源 (リ ソース)を共有して使用 (シェア)するサービスです。実証実験の目的は、市内の

各福祉施設が日常的に行つている送迎サービスの中で利用者の移動のしくみを共有 (シェ

ア)することで、どのようなメリットが生まれるかを検証し、それにより福祉サービス、労

働改善、車両コス ト等にどのような変化がみられるか、その価値を見出すために実施される

ものです。

考察

この取り組みは全国でも初めての取り組みであり、 トヨタモビリティ基金助成事業として

実施され、現場の声と民間企業のノウ八ウを活かした取り組みです。各法人の移動にかかる

負担を減らすことにつながれば、福祉法人の地域での持続可能な福祉サービスの提供につな

がるとともに、地域の方の外出の機会も増やすことができ、地域の健康維持にもつながると

思います。実証実験の今後の状況は、確認していきたいと思います。革津市においても、こ

の取り組みは活かせると思われます。
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鬱考

小柴徳明氏について

中京大学体育学部卒業後、富山立自山学園 (児童自立支援施設)で保健体育非常勤講師。

2003年黒部市社会福祉協議会に入社。ボランテイアコーディネーター、地域福祉、民生委

員などの担当を経て現在は総務課に配属。

赤い羽根共同募金改革や広報改革プロジェク ト、近隣社協との連携事業などを担当。2015

年に新設した経営戦略係として法人の基盤強化、経営の中長期ビジョンの策定、シンクタン

ク事業の立ち上げなどに取り組む。地域福祉分野におけるICT利活用研究、社会参加や地域

の見える化などが関心ごと。国立研究開発法人情報通信研究機構 (NICT)でソーシャル

ICTシステム研究室の協力研究員も務めている。

好きな言葉は「やつてみなけりゃ分からない」。好きな飲み物は「カシスウーロン」。

O社会福祉法人黒部市社会福祉協議会 総務課長補佐 経営戦略係長

O国立研究開発法人 情報通信研究機構 (NICT)ソ ーシャ′切CTシステム研究室 協力研

究員

O一般社団法人smarレ百、くしラボ 理事・研究員

O特定非営利活動法人 明日育 〔あすいく〕 理事

O一般財回法人CSOネットワーク リサーチフェロー

OC Ittabo(∞ mmunhy lndicators tabo)研 究メンプヽ一

一般社団法人SMARTふ くしラボ httos://smarrukush‖ab.orQ′

SW‐MaaSについて  httDS:〃Sma「tfukushilab.o「orexDerimenVsocia卜 wetfare‐ maas′

添付資料

黒部市社会福祉協議会での取り組み (トヨタモビリティ基金助成事業)

福祉分野のデジタル活用・DX推進「失敗と成功のポイント」
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